
大阪大学蛋白質研究所ＮＭＲ装置群利用内規 

 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、大阪大学蛋白質研究所（以下、蛋白研）のＮＭＲ装置群（以下、ＮＭＲ）

の産業界等での利用に関して必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 この内規は、研究基盤として整備されている蛋白研の先端的ＮＭＲについて、その性能

の活用を求める産業界等に対して、利用に供することを目的とする。 

 

（機器等） 

第３条 この内規において利用に供するＮＭＲは、別表に掲げるとおりとする。利用形態には、

成果占有と成果非占有とがある。 

 

（資格） 

第４条 ＮＭＲを利用することができる者（以下「利用者」という。）は次の各号に掲げる者と

する。 

（１） 蛋白質等生体物質の学術研究以外の目的で利用を希望する研究者、もしくは民間企業 

等に所属する研究者 

（２） その他所長が適当と認めた者 

 

（申込及び承認） 

第５条 利用者は、所定の申込書を所長に提出し、承認を得なければならない。 

２ 前項の規定による申請があった場合においては、ＮＭＲの運営を担当する複数の教員がこれ

を、利用目的、成果の重要性、実験難易度の観点から審査するものとする。 

３ 所長は、前項の規定による審査を受けて、当該申請が適当であると認めるときは、これを承

認するものとする。 

 

（利用料金） 

第６条 利用の承認を受けた利用者は、ＮＭＲの利用に要する費用（以下「利用料金」という。）

を納付するものとし、その金額は、別表に定める額とする。 

 

（請求） 

第７条 利用者は、利用料金を本学が発行する請求書に基づき、本学が指定する期日までに支払

わなければならない。 



２ 利用料金を振り込む際の振込手数料は、利用者の負担とする。 

 

（目的外利用の禁止） 

第８条 利用者は、利用の承認を受けた目的以外に機器等を利用し、又は第三者に利用させては

ならない。 

 

（秘密の保持等） 

第９条 本学及び利用者は機器等の利用において知り得た相手方の情報及び知的財産等を相手

方の同意なしに公開してはならない。 

２ そのほか秘密保持について必要な事項は、別に定めるものとする。 

 

（免責） 

第１０条 本学の責に帰さない事由により生じた利用者の損害について、本学はその責を負わな

い。 

 

（利用承認の取消等） 

第１１条 利用者がこの内規に違反し、又は機器等の利用に重大な支障を生じさせたときは、第

５条第３項の承認を取り消し、又は利用を停止させることができる。 

 

（損害賠償） 

第１２条 利用者の故意又は重大な過失により機器等が破損した場合、原状回復に係る費用を利

用者が負担するものとする。 

 

（事務） 

第１３条 機器等の利用に関する事務は、会計係で行う。 

 

（雑則） 

第１４条 この内規に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるものとする。 

 

附 則 

この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 

この改正は、平成２８年８月９日から施行し、平成２８年７月１日から適用する。 

この改正は、平成２９年１２月（教授会承認日）日から施行する。 

 

 

 



【別表】 

 

ＮＭＲ装置名称 成果占有(補助あり) 成果占有(補助なし) 成果非占有 

４００MHz 溶液 ２７,０００円 － ５,０００円

５００MHz 溶液 ７７,０００円 － １５,０００円

６００MHz 溶液 ６７,０００円 － １３,０００円

８００MHz 溶液 １１１,０００円 ４７,０００円 ２２,０００円

９５０MHz 溶液 １７０,０００円 ７４,０００円 ３４,０００円

５００MHz 固体 ９１,０００円 － １８,０００円

６００MHz 固体ＤＮＰ ４７７,０００円 － ９５,０００円

７００MHz 固体 １４３,０００円 － ２９,０００円

７００MHz 固体ＤＮＰ ４９０,０００円 － ９８,０００円

（１日あたり単価） 

（上記金額は税抜） 

 


